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（関連記事１３ページ）（関連記事１３ページ）�２次災害防止のため必死に土のうを積み上げる消防団の皆さん（１０月２９日）�

善意のボランティア活動をしてくれる皆さん�

心から災害の�
お見舞いを申しあげます �
                     洲本市�

　
十
月
二
十
日
に
来
襲
し
た
台
風
二
十
三
号
に

よ
っ
て
、
市
内
で
は
五
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
ほ
か
、

家
屋
な
ど
の
全
半
壊
、
広
範
囲
に
わ
た
る
住
居

の
浸
水
、
道
路
や
河
川
、
農
業
用
施
設
な
ど
へ

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。�

　
市
で
は
、
一
日
で
も
早
く
生
活
の
安
定
を
取

り
も
ど
す
べ
く
、
民
間
や
近
隣
の
公
共
団
体
の

協
力
を
得
な
が
ら
復
旧
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。�



十
月
二
十
日
に
上
陸
し
た
台
風
二
十
三
号
に
よ
っ
て
、
淡
路
や
但
馬
地
域
に

甚
大
な
被
害
が
で
ま
し
た
。
市
内
で
も
日
降
水
量
が
三
百
九
　
　
を
記
録
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
日
降
水
量
を
上
回
る
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。�

洲
本
市
で
は
、
同
日
午
後
一
時
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
消
防
団
や
町
内

会
の
皆
さ
ん
ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
被
害
の
軽
減
に
努
め
る
一
方
、
人
命
救

助
の
た
め
自
衛
隊
に
も
派
遣
要
請
を
し
ま
し
た
。�

し
か
し
、
激
し
い
風
雨
の
た
め
河
川
決
壊
や
土
砂
く
ず
れ
な
ど
に
よ
り
、
家

屋
の
流
出
、
道
路
や
水
道
、
農
業
関
係
な
ど
洲
本
市
に
と
っ
て
は
未
曾
有
の

大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。�

復
旧
に
向
け
て
は
、
近
隣
自
治
体
や
町
内
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
ら

の
協
力
に
よ
っ
て
給
水
活
動
、
ご
み
の
撤
去
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

ミ�　
リ�

メ
ー�

ト
ル�

水が橋上にあふれ出した物部橋�

崩落し原形をとどめない県道鳥飼浦洲本線�

橋につきささる車�

各家庭から排出されたゴミが街をうずめました�

浸水したコモード５６商店街前�

台風２３号�２３号�



台
風
二
十
三
号
は
日
本
列
島
を
縦
断
し
、
記
録
的
な
大
雨
で
阪
神
淡
路
大
震

災
以
来
と
な
る
大
規
模
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
県
は
、

洲
本
市
の
ほ
か
、
豊
岡
市
、
西
脇
市
な
ど
に
災
害
救
助
法
の
適
用
を
決
め
て

い
ま
す
。
避
難
所
設
置
や
災
害
ゴ
ミ
撤
去
な
ど
に
対
し
て
市
へ
財
政
支
援
が

行
わ
れ
ま
す
。�

な
お
現
在
、
県
で
は
国
に
対
し
て
激
甚
災
害
の
早
期
指
定
を
要
望
し
て
い
ま

す
。�

自衛隊は人命救助や給水活動に活躍してくれました�

視察に訪れた村田防災大臣に被害の様子を�
説明する中野雅司・中島町内会長�

町内会もボランティアで清掃活動�

避難所には保健師などが訪れ�
体調や心のケアを行います�

被災者を励ます柳市長�

災
害
救
助
法
が
適
用

災
害
救
助
法
が
適
用

�

災
害
救
助
法
が
適
用

�

台風２３号�台風２



４�

　
今
回
の
災
害
に
対
し
て
、
全

国
か
ら
五
千
人
を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
が
、
ゴ
ミ
や
土

砂
の
排
出
作
業
を
手
伝
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
道
路
や
水
道

が
ズ
タ
ズ
タ
に
寸
断
さ
れ
た
中
、

自
衛
隊
の
ほ
か
、
兵
庫
県
企
業

庁
、
神
戸
市
水
道
局
の
皆
さ
ん

が
応
援
給
水
活
動
を
行
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
�

ご
み
作
業
班
も
続
々
と
�

�　
被
害
に
遭
わ
れ
た
住
家
か
ら

運
び
出
さ
れ
た
ご
み
を
収
集
す

る
た
め
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。
�

▽
神
戸
市
▽
尼
崎
市
▽
川
西
市

▽
相
生
市
▽
西
宮
市
▽
加
古
川

市
▽
明
石
市
▽
伊
丹
市
▽
篠
山

市
▽
加
西
市
▽
三
木
市
▽
猪
名

川
町
▽
稲
美
町
▽
太
子
町
▽
新

宮
町
▽
御
津
町
▽
福
崎
町
▽
安

富
町
▽
播
磨
町
▽
揖
保
川
町
▽

神
戸
市
安
全
協
力
会
▽
県
産
業

廃
棄
物
協
会
▽
淡
路
青
年
会
議

所
▽
川
西
市
清
掃
事
業
共
同
組

合
▽
竹
中
チ
ー
ム
・
ク
ボ
タ
チ

ー
ム
�

義
援
金
も
届
い
て
い
ま
す
�

�　
ま
た
、
被
害
を
受
け
た
人
に

お
渡
し
く
だ
さ
い
、
と
洲
本
市

に
義
援
金
や
見
舞
金
を
寄
せ
ら

れ
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
�

　
十
一
月
四
日
現
在
、
八
十
七

件
、
約
千
二
百
四
十
二
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
（
敬
称
略
）
�

▽
浄
土
真
宗
本
願
寺
（
京
都
市
）

▽
岡
田
光
枝
（
洲
本
市
）
▽
戸

田
建
設
（株）
神
戸
営
業
所
杉
谷
充

行
（
神
戸
市
）
▽
無
記
名
（
洲

本
市
）
▽
新
関
西
ア
サ
ノ
鉱
業

（株）
（
洲
本
市
）
▽
井
實
崇
人
・

小
萩
（
洲
本
市
）
▽
八
丁
目
仲

良
し
会
一
同
（
洲
本
市
）
▽
森

下
節
子
（
洲
本
市
）
▽
淡
路
信

用
金
庫
理
事
長
瀧
川
好
美
（
洲

本
市
）
▽
三
井
住
友
銀
行
頭
取

西
川
善
文
（
洲
本
市
）
▽
東
映

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
取
締
役
社
長

福
中
脩
（
大
阪
市
）
▽
広
岡
克

哉
（
明
石
市
）
▽
全
国
市
議
会

議
長
会
（
東
京
都
）
▽
真
言
宗

総
本
山
金
剛
峰
寺
（
和
歌
山
県
）

▽
近
畿
市
議
会
議
長
会
（
御
所

市
）
▽
県
会
議
員
立
石
幸
雄
（
神

戸
市
）
▽
金
光
教
本
部
教
庁
（
岡

山
県
）
▽
洲
本
建
設
業
組
合
（
洲

本
市
）
▽
兵
庫
県
収
入
役
会
（
神

戸
市
）
▽
神
戸
市
消
防
協
会
（
神

戸
市
）
▽
加
西
市
（
加
西
市
）

▽
洲
高
五
期
生
ｓ
28
卒
同
期
会

一
同
（
豊
中
市
）
▽
宗
教
法
人

真
如
苑
（
高
槻
市
）
▽
中
部
・

北
陸
・
関
西
・
中
国
実
業
団
陸

上
競
技
連
盟
（
鳴
門
市
）
▽
行

司
正
美
（
神
戸
市
）
▽
淡
陽
信

用
組
合
理
事
長
藤
勝
（
洲
本
市
）

▽
早
坂
千
賀
子
（
仙
台
市
）
▽

浜
田
和
代
（
高
槻
市
）
▽
村
田

勝
喜
（
尼
崎
市
）
▽
渡
幸
子
（
洲

本
市
）
▽
藤
村
千
晶
（
大
阪
市
）

▽
古
谷
裕
紀
　
（
四
条
啜
市
）

▽
河
内
智
恵
子
（
三
原
町
）
▽

松
尾
渡
（
神
戸
市
）
▽
三
原
徳

雄
（
幸
子
）
（
神
戸
市
）
▽
中

谷
紀
彦
（
豊
中
市
）
▽
原
下
忠

男
（
洲
本
市
）
▽
増
屋
卓
史
・

尚
美
（
洲
本
市
）
▽
澤
一
博
（
洲

本
市
）
▽
細
川
正
勝
（
洲
本
市
）

▽
細
川
つ
や
み
（
洲
本
市
）
▽

早
瀬
戸
凛
（
洲
本
市
）
▽
太
田

巌
（
洲
本
市
）
▽
伊
藤
孝
（
四

街
道
市
）
▽
安
田
き
み
子
（
四

街
道
市
）
▽
前
川
和
昭
（
洲
本

市
）
▽
平
野
慶
子
（
洲
本
市
）

▽
（株）
ア
ス
カ
（
大
阪
市
）
▽
（株）

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
シ
ョ
ッ
プ
代
表
弓
場
英
治
（
神

戸
市
）
▽
（株）
デ
イ
マ
ー
ト
代
表

弓
場
英
治
（
神
戸
市
）
▽
ビ
ュ

ー
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
千
球
（
西
淡

町
）
▽
井
上
旗
代
子
（
神
戸
市
）

▽
下
加
茂
五
人
婦
人
（
洲
本
市
）

▽
藤
末
健
（
西
宮
市
）
▽
宅
見
�

由良町中央漁業協同組合�
由良地区潜水協会�
川北　勝彦　会長�

　
洲
本
市
が
大
被
害
を
受

け
た
中
、
だ
ま
っ
て
見
過

ご
す
わ
け
に
い
か
ず
、
会

員
と
一
緒
に
生
活
道
路
の

か
た
づ
け
や
住
家
か
ら
ご

み
の
搬
出
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し

た
。�

　
被
災
さ
れ
た
人
の
少
し

で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
ま
す
。�

たくさんのボランティアが訪れ、ごみの排出や洗髪などもやってくれました�
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��◆
罹
災
証
明
と
は
�

　
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害

　
に
よ
り
家
屋
、
車
な
ど
に
被

　
害
を
受
け
た
人
が
保
険
金
の

　
請
求
、
税
の
減
免
申
請
、
融

　
資
な
ど
の
手
続
き
で
必
要
な

　
場
合
に
罹
災
証
明
を
発
行
し

　
ま
す
（
無
料
）。�

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
一
階
コ
ン

　
コ
ー
ス
�

◆
時
　
間
　
午
前
九
時
〜
午
後

　
六
時
（
休
日
も
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
）�

◆
必
要
な
も
の
　
印
鑑
　
（
車

　
の
場
合
は
被
害
箇
所
の
写
真
、

　
車
検
証
、
ま
た
は
納
税
証
明

　
書
の
写
し
）�

◆
申
請
期
限
　
罹
災
証
明
書
の

　
発
行
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
窓
口
は
大
変
込
み
合

　
っ
て
い
ま
す
。
添
付
書
類
と

　
し
て
、
必
要
に
な
っ
て
か
ら

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

◆
第
二
次
調
査
後
の
証
明
　
床

　
上
浸
水
の
住
家
に
つ
い
て
実

　
施
し
た
第
二
次
調
査
の
結
果

　
に
つ
い
て
は
、
後
日
通
知
し

　
ま
す
。
そ
の
後
、
全
壊
、
大

　
規
模
半
壊
、
半
壊
な
ど
の
内

　
容
で
の
証
明
が
で
き
る
よ
う

　
に
な
り
ま
す
。
必
要
に
応
じ

　
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

����

�������������������

�������������������

��������　
台
風
二
十
三
号
に
関
連
す
る

各
種
貸
付
金
の
受
付
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館
�

◆
時
　
間
　
午
前
九
時
〜
午
後

　
六
時
（
休
日
も
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
）�

貸
付
金
の
制
度
は
次
の
と
お
り

で
す
。�

台
風
23
号
災
害
情
報�

洲
本
市
災
害
対
策
本
部�

（
1
2
2
ー

3
3
2
1
）
�

罹（
り
）
災
証
明
の
発
行
�

貸
付
制
度
の
受
付
・
相
談�

徹
（
三
木
市
）
▽
人
見
邦
久
（
高

槻
市
）
▽
藤
本
政
子
（
御
所
市
）

▽
松
谷
繁
雄
（
和
歌
山
市
）
▽

岡
田
健
（
尼
崎
市
）
▽
増
田
博

子
（
御
所
市
）
▽
尾
西
千
恵
（
大

阪
狭
山
市
）
▽
飯
島
博
之
（
松

戸
市
）
▽
ア
シ
ュ
ラ
フ
安
井
（
八

王
子
市
）
▽
森
英
慎
（
熊
本
市
）

▽
泉
旦
茂
（
広
島
市
）
▽
富
士

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ

ス
（株）
　
▽
富
田
林
市
（
富
田
林

市
）
▽
富
田
林
市
農
業
委
員
会

（
富
田
林
市
）
▽
（社）
全
国
市
有

物
件
災
害
共
済
会
　
▽
（株）
浪
速

技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
神
戸

市
）
▽
コ
ム
タ
マ
サ
ヒ
ロ
　
▽

オ
カ
サ
カ
ト
シ
タ
カ
　
▽
ウ
エ

ダ
チ
ヅ
コ
　
▽
ニ
イ
ガ
タ
ケ
ン

サ
ン
ジ
ョ
ウ
シ
　
▽
イ
ノ
ウ
エ

ナ
イ
カ
イ
イ
ン
　
▽
イ
モ
セ
ノ

ブ
コ
　
▽
タ
ケ
ダ
ユ
ミ
コ
　
▽

シ
マ
ト
モ
ヤ
　
▽
ク
リ
バ
ヤ
シ

マ
サ
ユ
キ
　
▽
イ
リ
エ
マ
キ
　

▽
マ
ス
イ
サ
ト
ル
　
▽
ニ
シ
ウ

ミ
ヒ
ロ
コ
　
▽
タ
カ
ハ
シ
キ
ヨ

シ
　
▽
ス
ミ
ノ
エ
ハ
イ
シ
ャ
セ

ン
タ
ー
　
�

救
援
物
資
も
全
国
か
ら
�

�　
救
援
物
資
に
つ
い
て
も
、
飲

料
水
や
タ
オ
ル
、
食
料
品
な
ど

が
た
く
さ
ん
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
�

▽
ア
ワ
ジ
建
機
（株）
　
▽
ジ
ャ
ス

コ
新
洲
本
店
　
▽
洲
本
酪
農
　

▽
明
石
市
　
▽
ロ
ー
ソ
ン
下
加

茂
一
丁
目
　
▽
近
畿
コ
カ
・
コ

ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
（株）
　
▽
Ｎ
Ｈ

Ｋ
神
戸
放
送
局
　
▽
サ
ン
ト
リ

ー
及
び
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ー
ド
　

▽
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
（株）
・
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
（株）
　
▽
堀
井
商
店

　
▽
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
（株）
　
▽

加
古
川
市
　
▽
尼
崎
市
　
▽
深

田
英
夫
　
▽
シ
ョ
ー
ワ
（
株
）

　
▽
創
価
学
会
　
▽
大
正
製
薬

株
　
▽
日
本
た
ば
こ
産
業
　
▽

大
鵬
薬
品
工
業
（株）
　
▽
（株）
鶴
見

製
作
所
　
▽
ネ
ス
レ
ジ
ャ
パ
ン

グ
ル
ー
プ
　
▽
サ
ン
・
ク
ロ
レ

ラ
販
売
（株）
　
▽
淡
路
ヤ
ク
ル
ト

販
売
（株）
　
▽
株
浜
田
屋
本
店
　

▽
（株）
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
▽
武

田
み
ゆ
き
　
▽
近
畿
ろ
う
き
ん
�

�

続々とごみ収集車が集まってくれました�

街はボランティアの皆さんで一杯に�



６�

��洲
本
市
健
康
福
祉
館
介
護
福
祉

課
　
1
２
２
・
９
３
３
３
�

◆
対
象
者
�

▽
本
年
の
台
風
第
十
六
号
、
十

　
八
号
、
二
十
一
号
、
二
十
三

　
号
で
住
宅
に
全
壊
、
半
壊
、

　
床
上
浸
水
以
上
、
ま
た
は
自

　
家
用
自
動
車
の
被
害
を
受
け

　
た
人
。�

▽
年
齢
が
満
二
十
歳
以
上
。�

▽
世
帯
主
か
生
計
維
持
者
で
、

　
前
年
総
所
得
額
が
七
百
三
十

　
万
円
以
下
の
人
。�

◆
資
金
使
途
�

▽
自
家
用
自
動
車
の
修
理
、
買

　
換
え
�

▽
居
住
箇
所
の
補
修
�

▽
家
具
や
家
庭
用
電
気
製
品
な

　
ど
の
生
活
必
需
品
の
修
理
、

　
買
換
え
（
た
だ
し
、
自
動
車

　
の
み
の
損
害
は
、
自
動
車
の

　
修
理
な
ど
に
し
か
使
え
ま
せ

　
ん
）�

◆
融
資
額
　
三
百
万
円
以
内
�

◆
利
　
率
　
無
利
子
（
県
と
市

　
が
負
担
し
ま
す
）�

◆
申
込
期
間
　
平
成
十
七
年
一

　
月
三
十
一
日
ま
で
。�

◆
償
還
期
間
　
五
年
以
内
�

◆
必
要
書
類
�

▽
罹
（
り
）
災
証
明
書
�

▽
印
鑑
�

▽
見
積
書
（
家
屋
の
補
修
ま
た

　
は
自
家
用
自
動
車
の
修
理
、

　
買
換
え
）�

◆
取
扱
金
融
機
関
�

▽
淡
路
信
用
金
庫
　
▽
淡
陽
信

　
用
組
合
　
▽
日
の
出
農
業
協

　
同
組
合
　
ほ
か
�

��洲
本
市
健
康
福
祉
館
介
護
福
祉

課
　
1
２
２
・
９
３
３
３
�

◆
対
象
者
　
台
風
二
十
三
号
に

　
よ
り
負
傷
、
住
居
や
家
財
に

　
被
害
を
受
け
た
人
（
所
得
制

　
限
が
あ
り
ま
す
）�

▽
家
財
の
三
分
の
一
以
上
が
損

　
害
を
受
け
た
世
帯
�

▽
住
居
が
全
・
半
壊
、
流
出
し

　
た
世
帯
�

◆
貸
付
限
度
額
�

　
百
五
十
万
円
〜
三
百
五
十
万

　
円
（
被
害
の
程
度
で
異
な
り

　
ま
す
）�

◆
償
還
方
法
な
ど
�

▽
償
還
期
間
　
十
年
（
据
置
期

　
間
三
年
）�

▽
利
率
　
三
％
�

▽
連
帯
保
証
人
一
人
が
必
要
�

��洲
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

　
1
２
６
・
０
０
２
２
�

�◆
対
象
者
　
災
害
を
受
け
た
低

　
所
得
世
帯
�

◆
貸
付
額
　
百
五
十
万
円
以
内

◆
償
還
期
間
　
七
年
以
内
�

▼
相
談
は
、
洲
本
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
1
２
６
・
０
０
２
２
）

へ
。�

���　
台
風
二
十
三
号
に
関
す
る
各

種
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ

ま
す
。�

��　
洲
本
商
工
会
議
所
で
は
、
中

小
企
業
の
特
別
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
同
会
議
所
（
1

２
２
・
２
５
７
１
）
へ
。�

�住
宅
復
興
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

　
住
宅
や
宅
地
相
談
、
公
庫
融

資
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。�

◆
と
　
き
　
十
一
月
三
十
日
ま

　
で
の
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

　
ま
で
（
休
日
も
実
施
）�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
県
民
局
四
階

　
会
議
室
�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
県
民
局
県

土
整
備
部
（
1
２
６
・
３
２
４

６
）
へ
。�

�家
屋
の
修
繕
な
ど
の
相
談
窓
口
�

　
被
災
し
た
家
屋
の
修
繕
、
畳

の
新
調
、
ク
ロ
ス
の
張
替
え
、

屋
根
の
か
け
直
し
な
ど
の
相
談

は
、
兵
庫
県
土
建
一
般
労
働
組

合
淡
路
支
部
（
1
２
２
・
０
９

２
９
）
へ
。
（
平
日
、
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
）�

����市

役

所

一

階

税

務

課

�

　
1
２
２
・
３
３
２
１
�

◆
減
免
対
象
と
な
る
税
目
（
こ

れ
か
ら
迎
え
る
納
期
分
）
�

▽
個
人
市
県
民
税
�

▽
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
�

▽
国
民
健
康
保
険
税
�

▽
介
護
保
険
料
　
・
す
で
に
全

　
期
前
納
し
て
い
る
人
や
個
人

　
市
県
民
税
が
給
与
天
引
き
さ

　
れ
て
い
る
人
、
退
職
一
括
徴

　
収
さ
れ
て
い
る
人
も
対
象
で

　
す
。
�

◆
減
免
対
象
と
な
る
基
準
〔
税

　
（
料
）
目
に
よ
り
内
容
が
異

　
な
り
ま
す
〕
�

▽
床
上
浸
水
以
上
の
被
害
（
半
�

　
壊
な
ど
を
含
む
）
�

▽
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
�

　
半
壊
以
上
の
被
害
�

◆
減
免
申
請
方
法
�

▽
受
付
場
所
　
市
役
所
一
階
コ

　
ン
コ
ー
ス
�

▽
受
付
期
間
　
十
一
月
二
十
二

　
日
ま
で
の
午
前
九
時
〜
午
後

　
六
時
（
土
、
日
も
受
け
付
け

　
ま
す
）
�

▽
必
要
な
も
の
　
・
印
鑑
　
・

　
罹
災
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）
、

　
た
だ
し
、
固
定
資
産
税
に
つ

　
い
て
は
、
各
所
在
地
ご
と
に

　
必
要
で
す
。
�

▽
郵
送
に
よ
る
申
請
　
窓
口
に

　
来
ら
れ
な
い
場
合
、
郵
送
に

　
よ
る
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。
�

▽
減
免
の
決
定
に
は
市
役
所
の

　
罹
災
証
明
が
必
要
で
す
。
減

　
免
申
請
の
際
に
は
、
必
ず
罹

　
災
証
明
書
の
申
請
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。
�

　
　
災
害
減
免
の
決
定
結
果
は
、

　
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

�

生
活
福
祉
資
金
�

中
小
企
業
の
融
資
相
談
�

住
宅
復
興
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

家
屋
の
修
繕
な
ど
の
相
談
窓
口
�

市
税
な
ど
の
減
免
�

相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置�

税
な
ど
の
減
免
、
納
期
延
期�

被
災
者
生
活
復
興
資
金
�

災
害
援
護
資
金
�

ボランティアセンターで活動される皆さん�

体育の授業で清掃活動（洲本高校）�

たくさんのゴミが集められました�



��　
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
の
納
期
を
十

一
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日

ま
で
に
延
長
し
ま
す
。
�

��市

役

所

一

階

市

民

課

�

　
1
２
２
・
３
３
２
１
�

　
住
宅
や
家
財
が
被
害
（
財
産

の
二
分
の
一
以
上
）
を
受
け
た

場
合
、
保
険
料
の
免
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
申
請
に
は
、
罹
（
り
）

災
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）
が
必

要
で
す
。
�

　
全
・
半
壊
の
場
合
は
罹
災
証

明
書
を
、
床
上
浸
水
の
場
合
は
、
�

罹
災
証
明
書
と
申
立
書
が
必
要
�

で
す
。
�

　
ま
た
、
床
下
浸
水
の
場
合
も

免
除
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
市
民
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

　
申
請
期
限
は
十
一
月
末
ま
で

で
す
。
�

��市
役
所
二
階
　
情
報
政
策
課
�

　
1
１
２
２
・
３
３
２
１
�

◆
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
使
用
料
減

　
免
　
全
・
半
壊
、
床
上
浸
水

　
以
上
の
被
害
を
受
け
た
世
帯

　
は
３
か
月
全
額
免
除
に
な
り

　
ま
す
。
�

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
休
止
届
制

　
度
　
全
・
半
壊
、
床
上
浸
水

　
以
上
の
被
害
を
受
け
た
世
帯

　
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
休
止
届

　
け
を
受
理
し
ま
す
。
�

��

����市

役

所

環

境

整

備

課

�

1
２
２
・
３
３
２
１
�

　
災
害
ご
み
に
つ
い
て
は
、
十

一
月
十
九
日
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
十
一
月
二
十
日
以
降

は
、
基
本
的
に
通
常
の
収
集
体

制
と
な
り
ま
す
。
�

　
ま
た
、
被
災
家
屋
の
解
体
な

ど
で
大
量
の
ご
み
が
発
生
す
る
�

場
合
は
、
環
境
整
備
課
へ
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
�

�指
定
ご
み
袋
の
配
布
�

　
台
風
二
十
三
号
に
よ
り
、
ご

み
袋
を
な
く
さ
れ
た
世
帯
へ
は
、

市
役
所
環
境
整
備
課
で
ご
み
袋

を
お
渡
し
し
ま
す
。
�

◆
対
象
世
帯
　
床
上
浸
水
以
上

　
の
被
害
を
受
け
、
指
定
ご
み

　
袋
を
無
く
さ
れ
た
り
、
破
損

　
さ
れ
た
り
し
た
世
帯
�

◆
配
布
枚
数
　
当
面
の
使
用
分

　
と
し
て
可
燃
袋
十
枚
（
必
要

　
に
応
じ
て
不
燃
袋
十
枚
）
�

◆
配
布
場
所
　
市
役
所
環
境
整

　
備
課
�

◆
配
布
期
間
　
十
一
月
三
十
日

　
（火）
ま
で
。
受
領
印
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。
�

▽
そ
の
後
、
来
年
六
月
ま
で
の

　
ご
み
袋
を
月
割
り
計
算
で
可

　
燃
袋
八
十
枚
、
不
燃
袋
三
十

　
枚
を
同
様
の
方
法
で
お
渡
し

　
し
ま
す
。
（
す
で
に
お
渡
し

し
た
十
枚
は
減
数
し
ま
す
）
�

�被
災
家
屋
の
解
体
に
つ
い
て
�

　
台
風
二
十
三
号
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
家
屋
の
解
体
と
ご
み
処

理
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
�

◆
解
体
費
用
は
、
個
人
負
担
。
�

◆
解
体
ご
み
の
、
運
搬
、
処
理

　
は
市
が
指
定
し
た
業
者
が
行

　
い
ま
す
（
経
費
は
市
が
負
担
）
。
�

◆
受
付
期
間
　
十
一
月
三
十
日

　
（火）
ま
で
。
な
お
、
解
体
ご
み

　
の
受
け
入
れ
期
限
は
、
平
成

　
十
七
年
一
月
末
ま
で
。
�

◆
事
業
対
象
（
次
の
す
べ
て
に

　
該
当
す
る
こ
と
）
�

▽
個
人
及
び
集
合
住
宅
（
事
業

　
所
は
対
象
外
）
�

▽
床
上
浸
水
以
上
の
被
害
を
受

　
け
、
解
体
を
必
要
と
す
る
も

　
の
。
�

▽
解
体
後
、
現
地
で
建
て
替
え

　
を
す
る
も
の
。
�

　
な
お
、
解
体
さ
れ
る
場
合
は
、

　
あ
ら
か
じ
め
市
役
所
環
境
整

　
備
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�ご
み
の
不
法
投
棄
を
目
撃
し

た
ら
直
ち
に
１
１
０
番
へ
�

�　
災
害
ご
み
に
ま
ぎ
れ
て
、
ご

み
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
�

　
不
法
投
棄
の
現
場
を
目
撃
さ

れ
ま
し
た
ら
、
直
ち
に
洲
本
警

察
署
（
1
２
２
・
０
１
１
０
）

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�

７�

市
税
な
ど
の
納
期
延
長
�

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
使
用
料
の
減
免
制
度
な
ど
�

災
害
ご
み
の
収
集
�

指
定
ご
み
袋
の
配
布
�

被
災
家
屋
の
解
体
に
つ
い
て
�

ご
み
の
収
集�

清掃活動に励んでくれた皆さん�

消毒活動も行われました�

ボランティア活動へ、さあ出発� ボランティアセンターには人があふれました�



写真�ニュース�

社協のつどい開催�

　社協のつどいが、１０月３日総合福
祉会館で開催されました。赤い羽根共
同募金の周知と地域福祉の重要性やこ
れを進める社協のことを広く知っても
らうことを目的に、フリーマーケット
や子どもから大人まで楽しめるさまざ
まな催しが行われました。�

　「第４６回水道週間協賛懸賞募集」で、
洲本第三小学校６年の廣田剛君のポスタ
ーが全国の小学生高学年の部で入選し、
１０月１５日同校校長室で伝達式が行わ
れました。廣田君のポスターが入選した
小学生高学年の部は、全国で８９５点の
応募があり、その中から特選１点と入選
６点が選ばれました。�

８�

洲三小廣田君の�
水道週間ポスターが全国入賞�

　洲本中央公民館が、１０月２９日
東海大学校友会館で第５７回優良公
民館表彰として、文部科学大臣表彰
を受けました。同公民館は、社会教
育振興のための活動が評価されたも
のです。�

洲本中央公民館が優良公民館表彰�

　暴力団追放洲本市民大会が１０月
８日、総合福祉会館で行われました。
第１部では、洲本警察署の泉川芳計
警部補が洲本市民の警察官賞表彰を
受けました。また、第２部では暴力
団の追放に取り組んでいこうと大会
宣言がされました。�

いりません　暴力団は我が街に�
暴力団追放大会・洲本市民の警察官表彰�

みんなでつくろう　安心のまち�名作をスクリーンで　オールド映画鑑賞会�

　市内の映画愛好者でつくる「アワジシネ
マ倶楽部」が、名作映画の鑑賞会を１０月
１５日洲本オリオンで開催しました。今回は、
１９６９年の米映画「明日に向かって撃て」
が上映されました。鑑賞会は今後月１回行
っていく予定です。�

　洲本防犯協会と洲本警察が、全国地域安全運動の一
環として１０月１２日、防犯パレードを行いました。
警察官の制服姿の小学生を先頭に、洲本保育園鼓笛隊
の園児などおよそ１００人が、街頭犯罪の防止や交通
安全を呼びかけました。�



　詳しくは、
各保育所か、
洲本市健康
福祉館内福
祉課 （　２
２・３３３２、
内線５１０）
へ。�

▼
�

９�

　　エネルギー　１７９　�

　　塩分　　　　１．３�
 

1３３�

◆
作
り
方�

　
か
ぶ
は
、
皮
を
む
き
、
一
口

　
大
に
切
る
。
し
い
た
け
は
、

　
四
分
の
一
の
大
き
さ
に
切
る
。

　
白
ね
ぎ
は
、
三
　
　
長
さ
に

　
切
る
。
里
芋
は
、
皮
を
む
く
。

　
人
参
は
、
半
分
に
切
り
、
縦

　
に
四
等
分
す
る
。
か
ぼ
ち
ゃ

　
は
、
種
と
わ
た
を
取
り
皮
を

　
所
々
む
き
、
一
口
大
に
切
る
。�

　
鶏
肉
は
、
一
口
大
に
切
る
。�

　
鍋
に
　
と
　
を
入
れ
、
だ
し

　
と
調
味
料
を
加
え
、
煮
立
っ

　
た
ら
弱
火
に
し
て
灰
汁
を
取

　
り
な
が
ら
煮
て
い
く
。�

　
野
菜
が
や
わ
ら
か
く
な
っ
た

　
ら
、
味
を
み
て
、
塩
、
こ
し

　
ょ
う
で
味
を
調
え
、
水
溶
き

　
片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
る
。�

　
　
を
器
に
盛
り
、
刻
ん
だ
三

　
つ
葉
を
散
ら
す
。�

　
八
月
二
日
（月）
か
ら
八
月
二
十

七
日
（金）
ま
で
の
十
一
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
た
、
夏
の
生
活

習
慣
病
集
団
健
診
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。�

　
受
診
さ
れ
た
人
は
二
千
三
百

七
十
六
人
。
七
十
歳
代
の
人
が

千
十
三
人
と
最
も
多
く
、
全
体

の
四
二
・
六
　
に
当
た
り
ま
す
。�

　
総
合
判
定
結
果
で
「
正
常
」

と
判
定
さ
れ
た
の
は
三
百
三
十

二
人
で
全
体
の
一
四
・
〇
　
し

か
な
く
、
残
り
八
六
・
〇
　
は

何
ら
か
の
注
意
が
必
要
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。�

　
ガ
ン
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は

自
覚
症
状
が
少
な
く
、
潜
伏
期

で
の
早
期
発
見
や
予
防
の
た
め

に
は
、
生
活
習
慣
病
健
診
を
継

続
的
に
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。�

　
年
一
回
の
健
診
を
習
慣
づ
け
、

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。�

�

和

風

ポ

ト

フ

�

グラ�
ム�

キ�
　ロ�
�

カロ�
リー�

◆材料（２人分）�
小かぶ　　　　　　５０ �
しいたけ（生）　　２０ �
白ねぎ　　　　　　３０ �
里芋　　　　　　　４０ �
人参　　　　　　　７０ �
かぼちゃ　　　　１００ �
鶏肉（もも肉）　１００ �
だし汁　　　　　３００ �
しょうゆ　　　　大さじ１�
酒　　　　　　　大さじ１�
塩　　　　　 小さじ１/４�
こしょう　　　　　　少々�
三つ葉　　　　　　　適宜�
片栗粉　　　　　　　適宜�
�

シー�
シー�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

１人分�

洲本市いずみ会�
「洲本市健康づくり教室」�

セ
ン�

  

チ�

メ
ー�

ト
ル�

保育園児募集�保育園児募集�保育園児募集�
受付  １１月２４日（水）～１１月２７日（土）午前中�

　市内の各保育所では、来年４月から入所を希望する園児
の「入所申込書」の受付を行います。保育所への入所は、
母親など保護者が働いていたり、出産、病人の看護などで
常時、家庭で保育できない子どもが対象です。�
◆手続き　申込書に必要事項を書いて、事業主の就労証明書、
　民生児童委員の証明書、源泉徴収票、確定申告の写しな
　どを添付して、入所希望の保育所へ提出してください。
　申込書は、各保育所にあります。�
�

所在地・電話番号�
栄町三丁目３―１０　　　２２・０８６３�
中川原町中川原９７０　　２８・０１２０�
安乎町北谷１１７７―１　　２８・０１７３�
由良町由良２３５３ 　　　２７・０５３０�
由良二丁目５―２４　　　２７・００７９�
本町七丁目４―２５　　　２２・０８９７�
千草己２５　　　　　　　２２・６６００�
大野７４０―１ 　　　　　２４・４７５０�

保 育 所 �
市立洲本保育所�
中川原保育所�
安乎保育所�

由良南保育所�
由良保育所�

私立洲本保育園�
千草保育所�
大野保育所�

定員�
９０�
６０�
８０�
６０�

１２０�
１１５�
９０�
６０�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

正常� 要注意� 要精検� 要医療�医療継続�

～３９歳�
（７８人）�

７０歳～�
（１，０１３人）�

４０～４９歳�
（１８１人）�

５０～５９歳�
（４４１人）�

６０～６９歳�
（６６３人）�

38.5％�
（30人）�

27.6％�
（50人）�

19.3％�
（85人）�

13.3％�
（88人）�

7.8％（79人）�

21.6％�
（219人）�

16.0％�
（162人）�

24.3％�
（246人）�

30.3％�
（307人）�

27.9％�
（185人）�

20.5％�
（136人）�

23.7％�
（157人）�

14.6％�
（97人）�

29.2％�
（129人）�

20.2％�
（89人）�

11.3％�
（50人）�

20.0％�
（88人）�

26.9％�
（21人）�

31.5％�
（57人）�

20.4％�
（37人）�

17.7％�
（32人）�

21.8％�
（17人）�

12.8％�
（10人）�

〈夏期集団健診集計表〉�

〈夏期集団健診集計表〉�
この検査の範囲では、異常は認められませんでした。�

異常を認めますが、早期に精密検査を受けるほどではあり

ません。日常生活に注意し、ときどき医療機関で受診して

ください。�

異常を認めましたので、早期に医療機関で精密検査（再検

査を含む）を受け、病気の有無、程度を確かめてください。�

病気の疑いがありますので、早期に医療機関で受診してく

ださい。�

現在、治療中ですので、引き続き主治医の指示に従って治

療を続けてください。�

正 常 �

�

要 注 意 �

�

要 精 検 �

要 医 療 �

要継続医療�

2.8％（5人）�2.8％（5人）�



１０�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

　
不
正
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
よ

っ
て
、
歯
牙
の
歯
頚
部
に
楔
状

欠
損
が
、
で
き
た
場
合
な
ど
に

象
牙
質
知
覚
過
敏
症
が
起
こ
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
の

象
牙
質
知
覚
過
敏
症
で
は
、
露

出
象
牙
質
面
に
冷
た
い
水
や
歯

ブ
ラ
シ
の
毛
先
が
触
れ
た
り
、

あ
る
い
は
、
冷
た
い
風
が
、
当

た
っ
た
り
す
る
と
、
と
て
も
不

快
な
鋭
い
痛
み
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
は
、
温
度
変
化
や
乾
燥
、

あ
る
い
は
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
機

械
的
な
刺
激
に
よ
っ
て
、
露
出

部
の
知
覚
神
経
が
異
常
に
亢
進

し
、
鋭
い
突
き
刺
す
よ
う
な
痛

み
が
発
現
す
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。�

　
象
牙
質
知
覚
過
敏
症
の
治
療

法
と
し
て
は
、
軽
度
あ
る
い
は

中
等
度
の
耐
え
ら
れ
る
痛
み
の

場
合
は
、
知
覚
鈍
麻
剤
で
、
一

時
的
に
知
覚
を
鈍
麻
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
現
在
、
多

く
の
知
覚
鈍
麻
剤
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
痛
み
を
和
ら
げ

る
た
め
の
い
ず
れ
も
決
定
的
な

治
療
成
果
を
期
待
で
き
な
い
の

が
現
状
で
す
。
ま
た
、
強
度
の

耐
え
ら
れ
な
い
痛
み
の
場
合
は
、

い
わ
ゆ
る
歯
牙
の
神
経
を
除
去

す
る
、
歯
髄
除
去
療
法
が
適
応

で
す
。
こ
の
場
合
は
痛
み
は
、

完
全
に
除
去
さ
れ
ま
す
。�

　
象
牙
質
知
覚
過
敏
症
が
あ
る

場
合
に
は
、
口
腔
内
を
う
が
い

薬
な
ど
で
清
潔
に
し
、
ま
た
、

刺
激
性
の
あ
る
歯
磨
き
剤
の
使

用
を
避
け
、
歯
頚
部
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、

一
度
、
歯
科
で
診
療
を
受
け
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
指
導
を

受
け
ら
れ
る
の
が
よ
い
と
思
い

ま
す
。�

募

集

�

象
牙
質
知
覚
過
敏
症

�

������◆
締
　
切
　
十
一
月
三
十
日
（火）
 

お
正
月
準
備
講
座
（
陶
芸
）
�

◆
と
　
き
　
十
二
月
五
日
（日）
、

　
午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
�

◆
内
　
容
　
徳
利
と
杯
を
制
作
�

◆
定
　
員
　
十
五
人
�

◆
参
加
料
　
二
千
五
百
円
（
材

　
料
費
込
）
�

◆
講
　
師
　
中
山
玄
二
郎
�

ク
リ
ス
マ
ス
講
座
�

（
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
）
�

◆
と
　
き
　
十
二
月
四
日
（土）
、

　
午
後
一
時
半
〜
午
後
五
時
半
�

◆
内
　
容
　
ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ

　
プ
を
制
作
�

◆
対
　
象
　
高
校
生
以
上
�

◆
定
　
員
　
十
人
�

◆
参
加
料
　
五
千
円
（
材
料
費

　
込
）
�

◆
講
　
師
　
納
昌
代
�

し
め
な
わ
講
座
�

◆
と
　
き
　
十
二
月
十
九
日
（日）
、

　
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半
�

◆
内
　
容
　
お
正
月
用
の
し
め

　
な
わ
を
制
作
�

◆
定
　
員
　
十
人
�

◆
参
加
料
　
千
二
百
円
（
材
料

　
費
込
）
�

◆
講
　
師
　
山
口
昇
�

▼
詳
し
く
は
、
市
民
工
房
（
　

２
２
・
３
３
２
２
）
へ
。
�

�����◆
と
　
き
　
十
二
月
一
日
（水）
〜

　
平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日

　
（月）
�

◆
締
切
り
　
十
一
月
二
十
四
日

　
（水）
�

◆
受
講
料
　
五
万
五
千
円
�

▼
詳
し
く
は
、
由
良
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
　
２
７
・
０
１
４

６
）
へ
。
�

��　
震
災
十
周
年
記
念
事
業
推
進

会
議
で
は
、
震
災
十
周
年
の
つ

ど
い
や
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
被
災
地
か
ら
発
信
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
�

◆
申
し
込
み
方
法
　
Ａ
４
用
紙

　
一
枚
以
内
（
イ
ラ
ス
ト
可
）

　
で
、
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

　
職
業
を
添
え
て
郵
送
、
フ
ァ

　
ッ
ク
ス
で
県
復
興
推
進
課
へ
。

　
〒
６
５
０
｜
８
５
６
７
（
住

　
所
不
要
）
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・

　
３
６
２
・
４
３
７
８
�

◆
締
切
り
　
十
二
月
二
十
日
（月）
�

▼
詳
し
く
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
十
周
年
記
念
事
業
推
進
会

議
（
　
０
７
８
・
３
６
２
・
４

３
５
７
）
へ
。
�

��◆
種
　
目
　
自
衛
隊
生
徒
�

◆
身
　
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員
�

◆
応
募
資
格
　
中
学
卒
業
（
見

　
込
含
）
十
七
歳
未
満
の
男
子
�

◆
待
　
遇
　
修
学
年
限
四
年
、

　
三
年
修
了
時
に
高
卒
資
格
を

　
取
得
、
卒
業
時
三
等
陸
・
海
・

　
空
曹
に
昇
任
�

◆
締
　
切
　
平
成
十
七
年
一
月

　
十
一
日
（火）
�

▼
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
淡
路
募

集
事
務
所
（
　
２
４
・
２
４
４

９
）
か
、
市
役
所
総
務
部
総
務

課
（
　
２
２
・
３
３
２
１
内
線

２
２
５
）
へ
。
�

�
市
 
民
 
工
 
房
�

体
験
講
座
受
講
生
�

平
成
十
六
年
度
第
二
回
�

た
ち
ば
な
訪
問
介
護
員
�

養
成
研
修（
二
級
課
程
）�

１
・
１７
メ
ッ
セ
ー
ジ
�

自
　
衛
　
官
�

竹内歯科医院�

竹内　結加  歯科医師�

ぞ
う
　
　
げ
　

し
つ
　
　
ち
　

か
く
　
　
か
　
　
び
ん
　
し
ょ
う�

し
　
が
�

け
っ
そ
ん
�

し
つ
�

ろ
�

ち
か
く
し
ん
け
い
�

は
つ
げ
ん
�

ど
ん
ま
ざ
い
�

し
ず
い
じ
ょ
き
ょ
り
ょ
う
ほ
う
�

こ
う
く
う
�

こ
う
し
ん
�

し
け
い
ぶ
�

く
さ
び
じ
ょ
う
�



　スプレー缶などは、完全に使い切りガス抜きを

して出して下さい。�

　石油ストーブは、灯油を完全に使い切ってから

出して下さい。�

　カセットコンロは、電池を抜くなど発火装置を

壊してから出して下さい。�

　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（　２２・

３３２１内線３４３）へ。�

�

１１�

�����������　
十
一
月
二
十
日
、
二
十
一
日
は
、

関
西
文
化
の
日
で
す
。
淡
路
文

化
史
料
館
で
は
、
こ
の
二
日
間

入
館
料
を
無
料
と
し
ま
す
。
是

非
こ
の
機
会
に
島
の
歴
史
や
民
俗
、

美
術
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
�

◆
と
　
き
　
十
一
月
二
十
日
（土）
、

　
二
十
一
日
（日）
�

◆
開
館
時
間
　
午
前
九
時
〜
午

　
後
五
時
（
た
だ
し
入
館
は
午

　
後
四
時
半
ま
で
）
�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
文
化
史
料

館
（
　
２
４
・
３
３
３
１
）
へ
。
�

������　
二
十
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
�

す
。
洲
本
市
で
は
平
成
十
七
年

の
成
人
式
を
次
の
日
程
で
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
平
成
十
七
年
一
月

　
九
日
（日）
、
午
後
�

◆
対
象
者
　
昭
和
五
十
九
年
四

　
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年
四

　
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
�

※
洲
本
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ

　
て
い
る
人
に
は
、
十
二
月
中

　
旬
頃
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。
�

 
ま
た
、
本
市
出
身
者
で
就
職
、

　
進
学
な
ど
に
よ
り
現
在
洲
本

　
市
に
住
民
登
録
が
な
い
人
も

　
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
参
加

　
希
望
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
�

　
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
　
２
２
・
３
３

２
１
、
内
線
３
７
３
）
へ
。
�

�

���　
洲
本
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
十
二
月
一
日
か
ら
更

新
し
ま
す
。
十
一
月
末
ま
で
に

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
配
達
記
録
郵
便
で
送
付

し
ま
す
。
印
鑑
を
押
し
て
受
け

取
っ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
す
�

が
、
不
在
の
場
合
は
、
郵
便
局

か
ら
「
郵
便
物
お
預
か
り
の
お

知
ら
せ
」
が
郵
便
受
け
に
入
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
に

従
っ
て
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
窓
口
で
の
更
新
と
な
る

人
に
は
通
知
を
し
ま
す
の
で
、

国
保
年
金
係
の
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
�

　
現
在
、
遠
隔
地
の
保
険
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
再

度
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
新

し
い
被
保
険
者
証
を
受
け
取
ら

れ
た
ら
、
国
保
年
金
係
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
国
保
年
金
係
（
　

２
２
・
３
３
２
１
、
内
線
２
５
５
、

２
５
４
）
へ
。
�

平
成
十
七
年
�

　
成
人
式
を
�

開
催
し
ま
す
�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
�

更
新
し
ま
す
�

関
西
文
化
の
日
�

淡
路
文
化
史
料
館
の
�

　
入
館
料
が
�

無
料
に
な
り
ま
す
�

母：あゆみさん（下内膳）�

岩城　陽太 ちゃん（平成１５年２月９日生まれ）�
デカレンジャーと外遊びが大好きな陽太くん。�
いつまでもその笑顔のままでいてね。�

わが家の　ホ ー プ�

１エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機の家電４品目
（家電４品目は小売店へ引き渡してください。）�

２事業系ごみ（商店、事業所、工場などのごみ）�
３危険物（爆発・火災発生するものや作業に危険
なもの）ガスボンベ、ガソリン、灯油、シンナー

塗料、廃油、消火器、充電式電池、バッテリー、

農薬、化学薬品、劇薬、医療廃棄物など�

４処理困難物（収集処理の困難な物）�
オートバイ、タイヤ、スプリング使用のマットレス、

農機具、ドラム缶、建築廃材、焼却灰など�

※ 危険物や処理困難物を廃棄するときは、販売店

や専門業者にご相談下さい。�

ひなた�

歳末大掃除のごみは、�
　　　きまりを守って出しましょう�
歳末大掃除のごみは、�
　　　きまりを守って出しましょう�

詳しい日程はチラシをご覧ください詳しい日程はチラシをご覧ください�詳しい日程はチラシをご覧ください�

▼
�

資源ごみの拠点回収�資源ごみの拠点回収�資源ごみの拠点回収�

１２月１６日（木）（第３木曜日）�
午前７時～正午です。�

お間違いないようお願いします。�

▽
�

▽
�

▽
�



重点項目�
１夕暮れどきと交差点での交通事故防止�
　◆夕暮れどきは早めにライトを点灯しましょう。�

　◆自転車利用者、歩行者のみなさん、夜光反射材を活用

　　しましょう。�

　◆交差点、はっきり・しっかり安全確認をしましょう。�

２飲酒・速度違反など悪質・危険運転の追放�
　◆酒を飲んだら車を運転しない。�

　◆運転するときは、酒を飲まない。�

　◆運転する人には、酒を飲ませない。�

　◆速度超過など無謀運転はやめましょう。�

３シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底�
　◆シートベルトとチャイルドシートの着用効果を正しく

　　理解しましょう。�

　◆後部座席でもシートベルトを着用しましょう。�

　◆体格に合ったチャイルドシートを使って正しく装着し

　　ましょう。　�
　�
洲本市・淡路県民局・洲本警察署・洲本交通安全協会�

�����　
十
一
月
十
三
日
に
予
定
さ
れ

て
い
た
サ
ー
カ
ス
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
は
次
の

通
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
チ

ケ
ッ
ト
は
、
有
効
で
す
。
�

◆
と
　
き
　
二
月
十
三
日
（日）
、

　
午
後
三
時
〜
（
開
場
午
後
二

　
時
半
）
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
民
会
館

（
　
２
２
・
１
３
１
５
）
へ
。
�

��◆
と
　
き
　
十
二
月
七
日
（火）
、

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
南
庁
舎
三

　
〇
一
会
議
室
（
三
階
）
�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
洲
本
支
局
（
　
２
２
・
０
４

９
７
）
へ
。
�

���◆
十
二
月
十
五
日
（水）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

◆
十
二
月
二
十
日
（月）
�

▽
午
前
十
時
〜
正
午
、
午
後
一

　
時
〜
午
後
三
時
半
�

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

１２�

サ
ー
カ
ス
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
�

コ
ン
サ
ー
ト
は
�

延
期
と
な
り
ま
し
た
�

特
設
人
権
相
談
�

　年末特有のきぜわしさや、帰省、旅行、買い物などによ

る交通量の変化などから交通事故多発が懸念されるため、

交通安全意識を高め、思いやりのある交通行動を習慣づけ

ましょう。�

献
血
日
程�

　永年さまざまな分野で社会に貢献された人に贈られ

る叙勲の受章者が、１１月３日発表されました。�

おめでとうございます。�

　谷安司さんは、国税庁で二十六年勤務した後、昭和

５９年から平成４年までの二期８年間、洲本市長を勤

めました。市長在職中には、深井戸の掘削やダムの浚

渫などにより断水のないまちづくりに取組みました。

また、福祉活動の拠点として総合福祉会館を、社会教

育の拠点として公民館の整備なども行いました。�

　市長退職後は、第二次世界大戦中動員されて戦死し

た学徒の名簿づくりを行っており、現在閉鎖されてい

る戦没学徒記念施設「若人の広場」（三原郡南淡町）

の再開にも尽力しています。�

旭日小綬章�

谷　安司さん（元洲本市長）�
（明石市朝霧町）７１歳�

　主演の吉永小百合さんや、共演の石田ゆり子さんの舞台あ
いさつを予定しています。�
◆と　き　１２月１２日（日）、午後１時３０分～�
◆ところ　洲本市民会館�
◆前売券　１３００円（全国共通鑑賞券とセット販売で洲本
　商工会議所で販売しています）�
�
また、１２月１１日（土）、午後６時からホテルニューアワ
ジで、出演者が出席しての前夜祭を予定しています。�
会費は１５，０００円で、ホテルニューアワジで販売中です。�



　快適な生活環境ときれいな水を守るため、浄化槽を設

置している人は、次の検査を受けることや点検・清掃が

法律などで義務付けられています。�

�

　浄化槽を設置し、使用開始後６か月を経過したときか

ら２か月以内に受けなければならない検査で、指定検査

機関（兵庫県水質保全センター）による検査。�

�

　浄化槽の構造や保守点検状況、水質などについて毎年

１回受けなければならない検査で、指定検査機関による

検査。�

　ただし、みなし浄化槽（単独処理）２０人槽以下のも

のは、４年に３回の頻度で指定検査員補（指定検査機関

が実施する講習会を受講した浄化槽管理士）が実施し、

４年に１回の頻度で指定検査機関が実施します。�

�

　浄化槽が所期の性能を発揮するように、県登録業者に

よる年３回以上の保守点検と、市町許可業者による年１

回以上の清掃。�

浄化槽は微生物の働きで水をきれいにしています。この

生き物が元気に働くよう定期的な点検・清掃はもちろん、

適正に管理されていることを公的に確認する法定検査も

併せて受検しましょう。�

　詳しくは、（社）兵庫県水質保全センター検査課（　

０７８・３０６・６０２１）へ。�

　DV防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者の
保護に関する法律）が、平成１３年１０月の施行後、
３年間の運用を踏まえ、このたび改正されました。�
�
　「身体に対する暴力」から「身体に対する暴力に準
ずる心身に有害な影響を及ぼす言動」も含まれるよう
になりました。�
�
　被害者に近づくことを禁止する『近接禁止命令』と、
住所から出ていくように命じる『退去命令』の適用範
囲が拡大されました。�
�
　県において、自立支援のための基本計画を定めるこ
とが義務付けられました。また、市町村の施設も配偶
者暴力相談支援センターとして機能を果たすことがで
きるようになりました。�
　DV相談窓口（　２２・２０５６、　０７８・２５１・
９９０１）か、市役所市民生活部人権推進課男女共同
参画社会係（　２２・３３２１、内線３４５）へ。�
�

１３�

２７１�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��ス
ジ
ア
オ
ゴ
ミ
ム
シ
�

　
ス
ジ
ア
オ
ゴ
ミ
ム
シ
は
、
名

前
の
通
り
前
羽
の
ス
ジ
が
よ
く

目
立
つ
大
形
の
ゴ
ミ
ム
シ
で
す
。

全
体
に
黒
色
で
す
が
、
頭
胸
部

は
緑
色
を
お
び
た
銅
色
で
、
美

し
い
光
沢
が
あ
り
ま
す
。
�

　
成
虫
は
平
地
か
ら
低
山
地
に

生
息
し
て
い
て
、
森
林
の
中
や

そ
の
周
辺
に
多
い
種
類
で
す
。

夜
行
性
で
日
中
は
石
や
落
ち
葉

の
下
な
ど
に
隠
れ
て
い
て
、
夜

に
な
る
と
、
す
ば
や
く
歩
き
回

り
、
肉
食
性
で
他
の
昆
虫
類
を

捕
ら
え
て
食
べ
ま
す
。
一
年
中

見
ら
れ
る
の
で
す
が
、
冬
は
土

の
中
で
冬
眠
し
ま
す
。
�

　
幼
虫
は
森
林
な
ど
の
土
中
に

す
ん
で
い
ま
す
。
全
体
に
黒
色

で
す
が
頭
部
は
赤
褐
色
で
、
尾

端
に
は
突
起
が
あ
り
ま
す
。
�

　
ス
ジ
ア
オ
ゴ
ミ
ム
シ
は
、
本

州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
す
る

普
通
種
で
、
淡
路
島
で
も
各
地

で
見
ら
れ
ま
す
。
�

�

スジアオゴミムシの成虫�

▼
�

▼
�

１ 使用開始検査（浄化槽法第７条・・・７条検査）�

２ 定期検査（浄化槽法第１１条・・・１１条検査）�

３ 保守点検と清掃�

DVDV防止法が改正されました防止法が改正されました�DVDV防止法が改正されました防止法が改正されました�DV防止法が改正されました�
１２月２日から�



１４�

市民交流センター　�市民交流センター　�市民交流センター　�
ところ　洲本市宇原１７８８－１�
T E L .　２２・１６０５（プール）�
T E L .　２４・４４５０（ケーブル可）�
F A X .  ２４・４４５２�

　図書館のホームページをご覧になら
れたことはあるでしょうか。蔵書検索
や貸出中の図書も予約ができますので
ぜひ活用してみて下さい。�
[URL] �
http://www.library.city.sumoto.hyogo.
jp�
�

《 新着本紹介 》�
｢源義経と源平の合戦｣�

鈴木亨／著　河出書房新社�
｢株のしくみ｣�

寺尾淳／著　ナツメ社�
｢いとしこいし漫才の世界｣�
喜味こいし・戸田学／編　岩波書店�

｢ベビーサイン｣�
近藤禎子／著　毎日新聞社�

｢二十四時間｣�
乃南アサ／著　新潮社�

《 行事のお知らせ 》�
「いっしょにおはなしかい」�

（０～３歳児対象）�
１２月１日(水) 午前１１時から�

「おはなし会」　（３～６歳児対象）�
１２月１１日(土) 午後２時から�

「もっとおはなし会」（小学生対象）�
１２月１１日(土) 午後２時３０分から�
「おりがみ教室」�

１２月４日(土) 午後２時から�
「つくってあそぼう！」�

１２月１９日（日）午後２時から�
※「おりがみ教室」「つくってあそぼ
う！」は定員４０人。参加申込は前日
まで。�

洲本市民工房・ギャラリー�

◆写真部ゲンゾー写真展０１�

　１２月２３日（木）～２６日（日）

　午前１０時～午後７時（初日は午　

　後１時より、最終日は午後５時まで）�

　主催　写真部ゲンゾー�

勤労者公募美術展２００４を�
中止します�

　　台風二十三号の被害が甚大なため、

　勤労者公募美術展２００４は中止と

　なりました。�

　詳しくは、洲本市民工房（1２２・

３３２２）へ。�

�

第４期（１月～３月）水泳教室受講生募集�
◆申込期間　１１月２３日（火）～１２月１５日（水）（午後７時必着）�
◆と　き　　１月１１日（火）～３月１９日（土）の毎週１０回 �
◆ところ　　市民交流センター　ドルフィンプール �

コース名�

キッズコース�
�

ジュニアコース�
�
選手コース�

選手E2コース�

レディースコース�
アクアフィットネスコース�
フィットネススイムコース�
初中級コース�
初心者コース�

対　象　者�
（教室開催期間中に）�
満４～６歳の幼児�
１．無級～１６級の小学生 �
２．クジラ級の幼児と�
１５級～4級の小中学生�
3級以上の小中学生�
２００　個人メドレー�
３分３０秒以下�
１８歳以上の女性�

１８歳以上の男女�

コース内容�
遊び的な要素を取り入れながら、楽しく水に親しんでいきま�
す。�

水泳の基本から、技術の習得・体力向上・しつけを基本とし�
て水泳指導をします。�
�

各泳法のタイムアップを図る練習します。�
�
人との交流を楽しみながら健康の維持増進を図ります。�
水の特性を利用して、運動不足を解消します。�
水中運動を中心に泳ぎの基本を習得します。�
人との交流を楽しみながら健康の維持増進を図ります。�
クロールを中心に２５　泳げるようにていねいに指導します。�

受講料（各１０回分）�

６，０００円～�

６，０００円～�
�
�

７，０００円～�
�
�

各成人対象�
コース�

８，５００円～�

７，５００円～�

メー�
トル�

メー�
トル�

コース�
初中級A�
アクアフィットネスA�
キッズA1�
キッズA2�
ジュニアA 1�
ジュニアA 2�
選手A�
フィットネススイムB�
レディースB�
キッズB1�
キッズB2�
ジュニアB 1�
ジュニアB 2�
選手B�
初中級C１�
レディースC�
キッズC１�
キッズC2�
ジュニアC 1�
ジュニアC 2�
選手C�
初中級C２�

時　間�
１０：１５～１１：４５�
１３：３０～１５：００�
１５：４５～１６：４０�
１６：３５～１７：３０�
１６：１５～１７：１５�
１７：３０～１８：３０�
１８：３０～２０：００�
１０：１５～１１：４５�
１３：３０～１５：００�
１５：４５～１６：４０�
１６：３５～１７：３０�
１６：１５～１７：１５�
１７：３０～１８：３０�
１８：３０～２０：００�
１０：１５～１１：４５�
１３：３０～１５：００�
１５：４５～１６：４０�
１６：３５～１７：３０�
１６：１５～１７：１５�
１７：３０～１８：３０�
１８：３０～２０：００�
１８：３０～２０：００�

定員�
１５人�
２０人�
１５人�
２２人�
３１人�
６５人�
１５人�
２０人�
２０人�
２２人�
２２人�
３１人�
６５人�
１５人�
１５人�
２０人�
２２人�
２２人�
３１人�
６５人�
１５人
１５人�

実施日�

１月１１、１８、２５日�
２月１、８、１５、�
　　２２、日�
３月１、８、１５日�
�
�

１月１２、１９、２６日�
２月２、９、１６、�
　　２３日�
３月２、９、１６日�
�
�

１月１３、２０、�
　　２７日�
２月３、１０、１７、�
　　２４日�
３月３、１０、１７日�

実施日�

１月１４、２１、�
　　２８日�
２月４、１１、１８、�
　　２５日�
３月４、１１、１８日�

１月１５、２２、２９日�
２月５、１２、１９、２６日�
３月５、１２、１９日�

曜日�
�
�
�
火�
�
�
�
�
�
�
水�
�
�
�
�
�
�
木�

曜日�
�
�
�
金�
�
�
�
�
土�

コース�
アクアフィットネスD�
レディースD�
キッズD1�
キッズD2�
ジュニアD 1�
ジュニアD 2�
初心者D�

選手E１�
選手E２�

時　間�
１０：１５～１１：４５�
１３：３０～１５：００�
１５：４５～１６：４０�
１６：３５～１７：３０�
１６：１５～１７：１５�
１７：３０～１８：３０�
１９：００～２０：００�

１７：００～１８：３０�
１８：３０～２０：００�

定員�
２０人�
２０人�
２２人�
３０人�
３１人�
６５人�
２０人�

１０人�
１５人�

※　受講料にはスポーツ保険を含みます。  �
※　キッズコースは週１コースのみです(複数回は受講できません)  �
※　ジュニアコースで１１級以上の人のみ複数回受講できます。  �
※　途中コースの変更は特別な限り出来ませんのでご了承下さい。
※　定員を著しく超えたコースは抽選を実施する場合があります。  �
※　応募が少ないコースは開催を見合わす場合があります。  �
※　受講料支払期間は1２月２３日(木)～２６日(日)午後５時までです。
　　期間を過ぎますと申込されていても受講できませんのでご注
　　意ください。 �

▼
�



成人健康相談�
◆とき　毎月第１～４金曜日、�
◆受付　午後１時～１時３０分�
心の相談  要予約�
精神病、痴呆、アルコールその他心
の相談など。�
◆とき　毎月第２火曜日、奇数月第
３火曜日、午後１時３０分～�
栄養表示基準制度相談  要予約�
◆とき　毎月第１、３月曜日、午前
１０時～正午�
栄養専門相談  要予約�
◆とき　毎月１・３月曜日午後１時～
５時�
胃がん検診 �
◆とき１２月 １日（木）、午前９時～
申込・市 保健センターへ�
２時間人間ドック  �
◆とき　火、水、木曜日で保健所が
指定する日、午前９時～�
＊料金１４，９９０円、申込・洲本
　健康福祉事務所（保健所）へ�
＊洲本市民で国民健康保険に加入し
３０歳以上の人に８，０００円、社
会保険などの加入者で４０歳以上の
人に５，０００円の助成があります。
（ただし１年度１回限り）�
　助成について条件などがあります
ので、国保の人は、市民課国保年金
係（1２２・３３２１、内線２５５）
へ。�

すくすく子育て相談　要予約�
　ゆっくりと相談していただけるよう、
できるだけご予約お願いします。�
�
　     乳児期　　　　　幼児期�
  （１か月～１歳頃まで） 　（１歳頃～）�
 �１１月２６日（金）　１２月８日（水）�
 午前９時３０分～ 　午前１０時～�
�
歯科保健相談 �
　◆とき　毎月第４水曜日�
　◆受付　午後１時～１時３０分。
　　フッ素塗布を同時に行います（予
　　約が必要、料金１，４８０円）。�
�
成人健康相談 （糖尿病予防重点相談）�
　◆とき　毎月第１、３月曜日、午
　　後１時～３時  （栄養相談は第１
　　月曜日）�
�

１５�

マタニティメイト（対象・妊婦）　�
全教室、妊婦さん・ご家族同士の交
流を大切に開催しています！�
「いのちって何だ」 �
　◆とき　毎月第１～第４月曜日�
　◆受付　午前９時３０分～�
　◆内容　母子健康手帳の交付�
「お母さんは元気」  �
　◆とき　１１月２４日（水）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊娠中の栄養と歯科健診�
「赤ちゃん大好き」  �
　◆とき　１月１１日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊娠期の生理と過ごし方�
「こんにちは赤ちゃん」　要予約�
　◆とき　１２月７日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　沐浴の練習�
「おっぱいで育てたい」�
　◆とき　１２月２１日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊婦体操�
�

１１月、１２月の乳幼児健康診査・
相談を次のとおり行います。対象者
には問診票などを送付しますので、
母子手帳を持参し受診してください。�
◆受　付　　乳児、１０か月、１歳
６か月健康診査、２歳児健康相談　 
午後１時～１時１５分�
　３歳児健康診査　午後１２時４０分～１時�
　７か月児相談　午前９時４５分～１０時�

１１月１８日（木）�
�
１１月１９日（金）�
（第３金曜日）�

１１月２４日（水）�

１１月２５日（木）�
�
１２月  ２日（木）�
�
１２月  ９日（木）�
�
１２月１０日（金）�
�
１２月１６日（木）�
�
１２月２２日（水）�
�
１２月２４日（金）�
�
�

乳児健康診査（H１６年７月生）�

１歳６か月児健康診査（H１５年４月生）�

７か月児健康相談（H１６年４月生）�

２歳児健康相談（H１４年１１月生）�

１０か月児健康診査（H１６年１月生）�

３歳児健康診査（H１３年９月生）�

２歳児健康相談（H１４年１２月生）�

乳児健康診査（H１６年８月生）�

７か月児健康相談（H１６年５月生）�

１歳６か月健康診査（H１５年５月生）�

�

法律相談  弁護士による相談。�
◆と　き　１２月１日（木）、１２月
　１５日（水）�
◆受　付　市役所市民相談係で電話に
　よる予約受付けをしています。（1
　２２・３３２１、内線３４５、３４６）�
◆ところ　総合福祉会館�
行政相談  �
◆と　き　１２月８日（水）、午後１
　時１５分～�
◆受　付　午後１時１５分～２時３０
　　　　　分�
◆ところ　総合福祉会館�
社会保険相談  �
◆と　き　毎月第３金曜日、午前１０
　時～午後３時�
◆ところ　市民会館�
心配ごと相談（1２６・００２２）�
◆と　き　毎月２日、１２日、２２日、
　２７日（日曜、祝日の場合は翌日）
　午後１時～４時�
◆ところ　総合福祉会館で。�
＊電話での相談にも応じています。�

人権相談（1２２・０４９７）�
◆と　き　毎週水曜日午前９時～午
　後４時�
◆ところ　神戸地方法務局洲本支局
人権相談室�
家庭児童相談（1２２・３３３２）�
 ０～１８歳までの子供の相談。�
◆と　き　毎週月・火・木、午前８
　時３０分～午後５時１５分�
◆ところ　洲本市健康福祉館�
青少年相談（1２２・４５４７）�
◆と　き　月～金曜日、午前９時～
　午後５時�
◆ところ　青少年センター�
専門医による心の相談�
◆と　き　毎月第３水曜日、午後１
　時～午後３時�
◆ところ　青少年センター�
母子家庭相談（1２２・３３３２）�
◆と　き　毎週金曜日午前１０時３
　０分～午後５時�
◆ところ　洲本市健康福祉館�
高齢者相談（フリーダイヤル０１２
　０・３６・７８３０） �
◆と　き　月～金曜日、午前９時～
　午後５時３０分�

（保健所）�（保健所）�（保健所）�
TEL.22-3541

▼
�

◆とき　３月　１日（火）、�
　午後１時３０分～３時�

お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ�

TEL 26-1133

�

〈１１月の定休日〉１１月１７日（水）�
�
貸切などの事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。�



道路や橋りょう､河川、ため池など、異常を感じたら�
洲本市災害対策本部（122ー3321）へ。�

　　　　　　　　　　　　　洲本警察署 （122ー0110）�
�
　過去の災害時には、被災した家屋の修繕など、悪質商法　過去の災害時には、被災した家屋の修繕など、悪質商法によるトラブルによるトラブル
が多発しています。�
　災害に便乗した勧誘にくれぐれもご注意ください。�
　不審に思ったら契約する前に洲本警察署（122ー0110）や市役所�
（122ー3321）へ。�
�

　　　　　　　　　　　　　洲本警察署 （122ー0110）�
�
　過去の災害時には、被災した家屋の修繕など、悪質商法によるトラブル
が多発しています。�
　災害に便乗した勧誘にくれぐれもご注意ください。�
　不審に思ったら契約する前に洲本警察署（122ー0110）や市役所�
（122ー3321）へ。�
�
�
�

悪質商法にご用心！�悪質商法にご用心！�悪質商法にご用心！�

△
�　それぞれ振込（替）手数料は無料です。�△
�　三井住友銀行でATMでお振込いただく場合、時間帯により時間外手数料が必要です。�

災害義援金口座を開設しています。�災害義援金口座を開設しています。�災害義援金口座を開設しています。�

金融機関名�
三井住友銀行�
洲本支店�

郵便局�

普通預金�
5115070

台風23号�
　洲本市義援金�

台風23号�
　洲本市義援金�

平成16年�
12月30日まで�

平成16年�
12月30日まで�

00930－5－1320口座番号�

口 座 名�

取扱期間�


